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＊　計測事業部　試験エンジニアリング部　次長

２．冷熱サイクル試験装置の概要

2. 1 冷熱衝撃装置

写真１～３に冷熱衝撃装置を示す。本装置は水

冷方式の高能力仕様で、テストエリア（410×

460×370 mm）内に-70℃～200℃の温度環境をサ

イクリックに設定することができる。図１に示す

ように、テストエリア内を急冷急熱および常温雰

囲気に切り替えるため、予熱槽、予冷槽に予め所

定温度の空気を溜めておき、ダンパの切り替えに

よりテストエリア内に各温度の空気を一気に流入

させる。この切り替え操作により低温から高温、

高温から低温へとサイクリックに短時間に変化さ

せ、テストエリア内に格納された試験対象物に熱

衝撃を与える。JIS規格等の環境試験要領では温

度切り替えに要する時間は5分という要求があり、

図２に示すように本装置によれば試験対象物の重

１．はじめに

わが国の自動車生産量は国内だけでも年間

1,000万台以上*1 に達する。自動車は地球上の

様々な環境下で使用されるため、その構成部品は

過酷な環境に対して耐久性があり性能が安定して

いることが要求される。液体酸素や液体窒素等を

取り扱う容器では急激な温度変化を伴い、ロケッ

トの液体燃料タンクは燃料充填時の極低温で収縮

し燃料消費後は常温に戻るため収縮膨張を繰り返

し材料を疲労させる。自動車等の多くの材料や部

品はJIS規格等によって環境試験が義務付けられ

ているものもあり、中でも冷熱サイクル試験は部

品の健全性評価を行う上で不可欠となっている。

本稿では急冷急熱の温度環境によって試験対象物

に熱衝撃および熱サイクルを与える冷熱サイクル

試験装置について紹介する。

設備紹介

冷熱サイクル試験装置

写真１　冷熱衝撃装置 写真２　テストエリア内部
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MIL-STD-883E【試験番号1010.7】

（米国Military Specification Standards・マイクロサーキット）

MIL-STD-202G【試験番号107G】

（同　電子・電機部品の試験方法）

JIS C 0025（温度変化試験方法）

JASO D 001（自動車技術協会自動車規格・自動車

電子機器の環境試験方法通則）

EIAJ ED-2531A（日本電子機械工業会規格・液晶

表示デバイスの環境試験方法）

量、比熱による熱容量、および対象物が大型の場

合における閉塞の影響をカバーできる能力を持っ

ている。表１に主な仕様を示す。対応可能な試験

規格は下記の通りである。

写真３　チラー（屋外）

図２　熱容量と切り替え時間

表１　冷熱衝撃装置の主な仕様

図１　空気の流れ摸式図
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2. 2 小型極低温シミュレーションチャンバー

写真４に小型極低温シミュレーションチャンバ

ーと周辺装置を示す。図３にチャンバー外観図を

示す。本装置は液体窒素流量をコントロールして

チャンバー内に導入し、同時にヒーターを制御す

ることで-160℃～80℃の間の任意温度に保持する

ことができる。また冷熱衝撃装置のように、極低

温から高温、高温から極低温とサイクリックに繰

り返し試験も実施可能である。

表２に小型極低温シミュレーションチャンバー

の主な仕様を示す。液体窒素の消費量は設定温度、

保持時間、温度降下速度及びサイクル数や高温側

設定温度によって異なるが、電磁弁コントロール

により消費量最小に制御される。図４の温度サイ

クル試験、低温設定-150℃、高温設定20℃とし各

温度30分保持の条件で行った例では液体窒素の消

費量は約8.5 kg（10.5リットル）／サイクルであ

る。

表２　小型極低温シミュレ－ションチャンバーの主な仕様

写真４　極低温シミュレ－ションチャンバー
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３．おわりに

自動車は性能および環境対応で飛躍的な進歩を

遂げている。またH-2ロケットに代表される宇宙

関連産業も商業化時代へ発展して行くと考えられ

る。自動車は近い将来ハイブリット車や燃料電池

車が主流の時代になり、これまでより更に複雑な

制御技術が必要になって来るに違いない。そして

自動車が地球上で使用されるものである以上、精

密な電子機器、駆動装置、その他自動車に搭載さ

れる機器はすべて過酷な温度環境に曝されるた

め、そのような環境で健全に動作する機器の開発

が必要となる。冷熱衝撃および温度サイクル試験

は、温度環境に対応した機器開発を進める過程で

不可欠であるとの観点からＩＩＣの新たな業務

サ－ビスとしてスタートした。今後は自動車や宇

宙関連分野に限らず試験装置の特性を活かしてあ

らゆるニーズに応えて行きたい。

※1 日本自動車工業会データベース 2005.1～2006.1

図３　チャンバーの外観図

図４　温度サイクル試験の例

計測事業部
試験エンジニアリング部
次　長

菅原敏博

TEL. 045-759-2281
FAX. 045-751-0357
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